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令和６年度(第２５回) 

 九州地区救護施設職員研修会開催要綱 

 

１．趣 旨  

    現在、救護施設を取り巻く状況としては、入所者の地域移行の推進を図るための施策の

一環として、個別支援計画の制度化及び地域移行実績に応じた加算の創設、また、通所事

業における実施数下限の緩和並びに地域枠の拡充などに加えて、施設側と福祉事務所が個

別支援に関する情報を共有していくことが求められてきている。 

 このような流れの中で、この度の法改正等をひとつの契機として、さらに各職員の専門

性の向上を図るとともに、それぞれの施設の地域性や特徴を活かしながら、入所者だけで

はなく、地域からも頼られる存在となっていくことが重要である。 

 これらの状況を踏まえ、九州地区の救護施設関係者が、実践を一堂に持ち寄って研鑽を

積むとともに、情報共有・連携を行いながら、討議・研究することを目的に本研修会を開

催する。 

   

２．主 催   九州地区救護施設協議会 

 

３．期 日   令和６年１１月１４日（木） ～ １５日（金） 

 

４．研修会場  一般社団法人 大分県労働福祉会館 ソレイユ 

 〒870-0035  大分県大分市中央町 4-2-5 

TEL：097-533-1121   FAX：097-533-2130 

 

５．参加者   九州地区救護施設職員等 

 

６．日 程 

【１１月１４日（木）】 

時 間 研 修 内 容 会 場 

12:15～12:50 受付 

７階：カトレア全 

グループ席 

12:55～13:00 開会並びにオリエンテーション 

13:00～13:05 九救協会長挨拶 

13：05～14:00 各施設の取組紹介 

指名施設から施設の紹介並びに独自の取組等を 15

分程度で発表（３～４施設） 

14:00～16:50 グループ討議（グループごとに適宜休憩） 

①自己紹介及び各施設の特徴などを紹介 

②入所者の地域移行（他施設移行含む）を進める上で

特に注力していること。また難しいところ。 

③施設内の各職種間で情報を共有するためにどのよう

な工夫及び取組をしているか。 

16:50～17:00 総評並びに事務連絡 

18:00～ 意見交換会 ７階：カトレア全 
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【１１月１５日（金）】                 

時 間 研 修 内 容 会 場 

9：00～10：00 講 義「親なきあと支援事業について」 

社会福祉法人 大分県社会福祉事業団  

事務局 総務企画部副部長  滝口 裕子 様 

７階：アイリス 

スクール形式 

10:00～10:10 休憩  

10:10～11:40 記念口演
こうえん

「時には息抜きも必要」  

鷹鳥屋神社 宮司  矢野 大和 様  

７階：アイリス 

スクール形式 

11:40～ 閉会 ７階：アイリス 

 

７．グループ討議について 

 〇各グループで討議するテーマについては、下記の通り事務局にて予め設定しております。 

 〇事務局にて、事前にグループリーダーを決めさせていただきます。当日はグループ毎に 

  記録用紙を準備しますので、記録係を選定していただいて、グループリーダーを中心に 

討議を進めて下さい。 

 ①グループ討議に入る前に、参加者の自己紹介並びにテーマである「各施設における事業 

の取り組み」について、1 人 2 分～3 分程度で紹介をしていただく時間を設けます。施設

の取り組みが分かる資料があれば、準備してご参加していただきますようご協力をお願

いします。※1 グループ７～８名の編成となる予定です。資料準備等の参考にして下さい。 

 ②入所者の地域移行（他施設移行含む）を進める上で特に注力していること。また難しい

ところ。 

例) ・入所者の支援にあたり、一番力を入れていることや着目していること。 

  ・地域性の問題などにより地域移行が困難な事例。それを解決するために考えら

れること など。 

 ③施設内の各職種間で情報を共有するためにどのような工夫及び取組をしているか。 

   例） ・介護職員、相談員、看護職員、栄養調理、事務職員など職種間で日々必要な情

報を共有していくために取り組んでいること。申し送りの方法 など 

  

８．経 費 

（１）参加費    ８,５００円 

（２）意見交換会  ７,５００円 

（３）宿泊について 

   １４日の宿泊については、特に斡旋は致しませんので、各自での手配をお願いし 

ます。 

   なお、研修会場には駐車はできませんので、宿泊先や周辺のコインパーキング等を 

ご利用下さいますようお願いします。 

 

≪会場周辺の宿泊施設(参考)≫  

① ﾆｭｰｸﾞﾛﾘｱ大分ﾎﾃﾙ ②ﾎﾃﾙｸﾗｳﾝﾋﾙｽﾞ大分 ③ﾎﾃﾙｸﾚｲﾝﾎﾃﾙ都町店 ④ﾎﾃﾙ法華ｸﾗﾌﾞ 

⑤ﾎﾃﾙﾏｲｽﾃｲｽﾞ大分 ⑥ｸﾞﾘﾝﾘｯﾁﾎﾃﾙ大分都町 ⑦ﾀﾞｲﾜﾛｲﾈｯﾄﾎﾃﾙ大分 
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９．参加申込方法 

（1）参加希望者は別紙申込書に必要事項を記入の上、 １０月１８日（金）までに研修会 

事務局へ FAX またはメールにてお申し込み下さい。 

※確認事務簡略化のため、仮に不参加の施設についても「参加なし」等のご連絡を 

 いただきますよう、ご協力をお願いします。 

※研修会運営上、1 施設３～４名以上の参加をお願い致します。 

（2）お申込み後は、事務局から請求書を送付致しますので、１１月８日(金)までに参加費

と意見交換会費の合計額を振込先までお振込み下さい。 

   なお、振込手数料につきましては、各施設でのご負担をお願い致します。 

【振込先】 

１ ゆうちょ銀行からの振込の場合 

  送金先  ： ゆうちょ銀行 

  記 号  ： １７１６０ 

  番 号  ： １３００５２４５１ 

  口座名義 ： 九州地区救護施設協議会 

 

２ 他の金融機関からの振込の場合 

  送金先  ： ゆうちょ銀行 

  店 名  ： 七一八(ナナイチハチ) 

  店 番  ： ７１８ 

  預金種目 ： 普通預金 

  口座番号 ： １３０５２４５ 

  口座名義 ： 九州地区救護施設協議会  

   ※振込の際は、ご依頼名義（施設名）の打電をお願いします。 

    例）大分園 → 「オオイタエン」※（「キュウゴシセツ」は不要です） 

 

１０．変更・お取消しのご案内 

  ※変更・お取消しの場合は、研修会事務局までＦＡＸまたはメールでご連絡願います。 

   なお、研修会直前や当日の変更は返金等の対象にならない場合がありますので、あ 

   らかじめご了承下さい。 

 

１１．研修会事務局 

救護施設 光明寮 

     【住 所】〒879-7153  大分県豊後大野市三重町玉田 1728 

          TEL 0974-22-0304  FAX 0974-26-4119 

         （E-mail）komeiryo@crest.ocn.ne.jp 

【担当者】 清松 昭伸 

                                                                 

＊個人情報の取扱いについて                                                        

本研修会の申込者、参加者にかかる個人情報は、本会「個人情報の保護に関する方針（プラ

イバシーポリシー）」に基づき、適切に取り扱うこととしており、他の目的で使用することは

ありません。 
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 各施設の取組紹介 

あいこう園 

生活支援員 武内 光浩 氏 

生活支援員 草野 将彦 氏 
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0

名
　

生
活

介
護

6
0

名
　

短
期

入
所

（
併

設
型

）
5

名

昭
和

5
4

4
1

保
育

所
道

の
尾

保
育

園
開

設
　

定
員

9
0

名
平

山
友

愛
園

：
多

機
能

型
事

業
所

　

昭
和

6
0

4
1

精
神

薄
弱

者
福

祉
ホ

ー
ム

友
愛

ホ
ー

ム
開

設
　

定
員

1
0

名
定

員
　

就
労

継
続

B
型

6
0

名
　

就
労

移
行

支
援

6
名

平
成

元
4

1
精

神
薄

弱
者

通
所

授
産

施
設

平
山

友
愛

園
開

設
　

定
員

4
0

名
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
　

み
の

り
会

キ
ッ

ズ
・

コ
ム

　
定

員
2

0
名

平
成

2
5

1
精

神
薄

弱
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
明

心
寮

開
設

　
定

員
4

名
1

0
3

1
の

ぞ
み

保
育

園
　

改
築

工
事

に
よ

り
新

園
舎

完
成

　
定

員
7

0
名

平
成

7
5

1
精

神
薄

弱
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
あ

ゆ
み

寮
開

設
　

定
員

4
名

平
成

2
5

4
1

相
談

支
援

事
業

所
み

の
り

開
設

（
特

定
相

談
支

援
、

障
害

児
相

談
支

援
事

業
）

平
成

8
4

1
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

三
和

荘
開

設
　

定
員

５
０

名
(シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

併
設

　
定

員
１

０
名

)
1

0
3

1
あ

い
こ

う
園

　
改

築
工

事
に

よ
り

新
園

舎
完

成

老
人

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

三
和

荘
開

設
　

1
日

利
用

人
員

1
5

名
平

成
2

6
4

1
共

同
生

活
援

助
事

業
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

ま
ど

か
開

設
（

す
み

れ
棟

・
ま

ど
か

園
）

平
成

9
4

1
精

神
薄

弱
者

福
祉

ホ
ー

ム
友

愛
寮

開
設

　
定

員
1

0
名

平
成

2
7

3
1

0
あ

い
ぎ

荘
　

移
転

に
よ

る
改

築
工

事
に

よ
り

新
園

舎
完

成

平
成

1
0

1
0

1
精

神
薄

弱
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
み

の
り

会
館

開
設

　
定

員
4

名
平

成
2

8
4

1
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
な

が
よ

っ
子

ク
ラ

ブ
開

設

平
成

1
1

4
1

知
的

障
害

者
更

生
施

設
第

二
み

の
り

園
開

設
　

定
員

6
0

名
(シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

併
設

　
定

員
5

名
)

み
の

り
会

キ
ッ

ズ
・

コ
ム

　
み

の
り

っ
子

ク
ラ

ブ
 児

童
発

達
支

援
事

業
開

始
（

未
就

学
児

対
象

）

平
成

1
2

3
1

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
三

和
荘

開
設

平
成

2
8

1
2

2
6

め
ぐ

み
保

育
園

　
改

築
工

事
に

よ
り

新
園

舎
完

成
　

定
員

1
5

0
名

（
定

員
1

6
0

名
Ｈ

2
9

.4
.1

よ
り

）

平
成

1
4

4
1

み
の

り
園

移
転

平
成

2
9

4
1

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

め
ぐ

み
っ

子
ク

ラ
ブ

開
設

平
成

1
6

1
1

み
の

り
会

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

開
設

平
成

3
0

2
2

8
わ

か
ば

保
育

園
　

改
築

工
事

に
よ

り
新

園
舎

完
成

　
定

員
1

5
0

名
（

定
員

1
6

0
名

Ｈ
3

0
.4

.1
よ

り
）

5
1

み
の

り
会

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

開
設

　
定

員
1

5
名

平
成

3
0

4
1

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

わ
か

ば
っ

子
ク

ラ
ブ

開
設

平
成

1
6

1
1

2
7

社
会

福
祉

法
人

み
の

り
会

天
本

俊
太

理
事

長
就

任
令

和
2

3
1

7
児

童
養

護
施

設
太

陽
寮

　
改

築
工

事
に

よ
り

新
園

舎
完

成
　

定
員

3
9

名

8



１
．

「
み

の
り

会
」

は
、

一
人

一
人

の
生

命
と

個
人

の
尊

厳
を

大
切

に
し

ま
す

。

２
．

「
み

の
り

会
」

は
、

全
て

の
利

用
者

の
た

め
に

誠
実

に
奉

仕
し

何
よ

り
も

安
全

安
心

を
第

一
と

し
た

事
業

の
運

営
に

努
め

ま
す

。

３
．

「
み

の
り

会
」

は
、

百
有

余
年

の
歴

史
と

伝
統

を
活

か
し

常
に

時
代

に
適

応
し

た
社

会
福

祉
の

向
上

に
邁

進
し

ま
す

。

４
．

「
み

の
り

会
」

は
、

地
域

の
人

々
と

の
絆

を
育

み
社

会
貢

献
活

動
の

推
進

に
努

め
ま

す
。

５
．

「
み

の
り

会
」

の
職

員
は

、
常

に
礼

節
を

保
ち

自
己

研
鑽

に
励

む
と

と
も

に
協

力
し

て
明

る
い

職
場

づ
く

り
に

努
め

ま
す

。

●
基

本
理

念
●

障
害

部
門

福
祉

型
障

害
児

入
所

施
設

み
の

り
園

個
々

の
実

態
を

把
握

し
、

秘
め

ら
れ

た
可

能
性

を
導

き
、

長
所

を
伸

ば
す

事
に

努
め

な
が

ら
、

子
ど

も
達

が
安

心
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

に
家

庭
的

な
雰

囲
気

を
心

が
け

て
い

ま
す

。

〒
8

5
0

-
0

9
9

5
長

崎
市

平
山

町
1

2
3

1
-
3

℡
0

9
5

-
8

9
8

-
4

0
8

8

・
福

祉
型

障
害

児
入

所
施

設
・

短
期

入
所

事
業

【
実

施
事

業
】

定
員

：
3

0
名

障
害

者
支

援
施

設

三
和

み
の

り
園

障
害

を
持

た
れ

て
い

る
方

の
生

活
支

援
を

行
い

ま
す

。
安

全
安

心
を

第
一

に
考

え
、

職
員

間
の

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

で
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。

【
実

施
事

業
】

定
員

：
1

5
0

名

・
障

害
者

支
援

施
設

(生
活

介
護

・
自

立
訓

練
・

施
設

入
所

支
援

)
・

短
期

入
所

事
業

・
長

崎
市

日
中

一
時

支
援

事
業

日
帰

り
短

期
入

所

〒
8

5
1

-
0

4
0

3
長

崎
市

布
巻

町
1

4
7

7
℡

0
9

5
-
8

9
2

-
0

0
8

1

障
害

者
支

援
施

設

第
二

み
の

り
園

主
に

重
度

な
障

害
を

持
た

れ
て

い
る

方
の

生
活

支
援

を
行

い
ま

す
。

笑
門

来
福

』
を

合
い

言
葉

に
職

員
全

員
笑

顔
で

元
気

に
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

。

【
実

施
事

業
】

定
員

：
6

0
名

・
障

害
者

支
援

施
設

(生
活

介
護

・
施

設
入

所
支

援
)

・
短

期
入

所
事

業
・

長
崎

市
日

中
一

時
支

援
事

業
日

帰
り

短
期

入
所

〒
8

5
1

-
0

4
0

3
長

崎
市

布
巻

町
1

4
7

1
-
1

℡
0

9
5

-
8

3
3

-7
8

8
0

多
機

能
型

事
業

所

平
山

友
愛

園

障
害

を
持

た
れ

て
い

る
方

の
希

望
を

尊
重

し
つ

つ
必

要
な

訓
練

を
行

い
働

く
意

欲
と

能
力

を
高

め
て

自
立

し
て

社
会

生
活

を
で

き
る

よ
う

支
援

し
ま

す
。

【
実

施
事

業
】

定
員

：
6

0
名

・
就

労
継

続
支

援
Ｂ

型
・

就
労

移
行

支
援

・
長

崎
市

日
中

一
時

支
援

事
業

日
帰

り
短

期
入

所

〒
8

5
0

-
0

9
9

5
長

崎
市

平
山

町
1

2
5

8
-
2

℡
0

9
5

-
8

7
8

-
3

7
3

2

共
同

生
活

援
助

事
業

所

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
友

愛
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

明
心

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
ま

ど
か

地
域

に
お

い
て

自
立

し
た

日
常

生
活

や
社

会
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

支
援

を
し

ま
す

。
利

用
者

の
方

の
日

々
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

き
ま

す
。

Ｇ
Ｈ

友
愛

(定
員

2
3

名
)

：
長

崎
市

十
人

町
1

-
7

℡
0

9
5

-
8

2
2

-
1

0
9

2
Ｇ

Ｈ
明

心
(定

員
2

0
名

) 
  
：

長
崎

市
布

巻
町

7
7

9
℡

0
9

5
-
8

9
2

-
1

0
0

7
Ｇ

Ｈ
ま

ど
か

(定
員

1
6

名
)：

長
崎

市
布

巻
町

1
4

7
7

℡
0

9
5

-
8

9
2

-
0

0
8

1

障
害

児
通

所
支

援
事

業
所

み
の

り
会

キ
ッ

ズ
・

コ
ム

み
の

り
っ

子
ク

ラ
ブ

障
害

を
持

た
れ

て
い

る
お

子
さ

ん
が

放
課

後
や

長
期

休
暇

を
過

ご
す

場
所

を
提

供
し

、
生

活
自

立
に

向
け

た
訓

練
や

支
援

を
行

い
ま

す
。

児
童

発
達

支
援

で
は

未
就

学
児

が
集

団
生

活
に

適
応

で
き

る
よ

う
支

援
を

行
い

ま
す

。

【
実

施
事

業
】

・
児

童
発

達
支

援
・

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

み
の

り
会

キ
ッ

ズ
・

コ
ム

：
長

崎
市

梅
香

崎
町

2
-
1

3
0

9
5

-
8

2
2

-
1

0
9

2
児

童
発

達
支

援
・

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

：
1

5
名

み
の

り
っ

子
ク

ラ
ブ

：
長

崎
市

平
山

町
1

2
3

2
-
2

0
9

5
-
8

9
8

-4
0

8
8

児
童

発
達

支
援

・
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
：

1
0

名
特

定
相

談
支

援
事

業
・

障
害

児
相

談
支

援
事

業

相
談

支
援

事
業

所
み

の
り

〒
8

5
1

-
0

4
0

3
長

崎
市

布
巻

町
1

4
7

7
℡

0
9

5
-
8

9
3

-
5

8
5

5

障
害

者
生

活
支

援
事

業
み

の
り

会
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー

〒
8

5
0

-
0

9
0

8
長

崎
市

十
人

町
1

-
7

℡
0

9
5

-
8

2
2

-1
0

9
2

●
高

齢
者

部
門

〒
8

5
1

-
0

4
0

3
長

崎
市

布
巻

町
1

4
9

0
℡

0
9

5
-
8

9
2

-
2

1
0

0

・
養

護
老

人
ホ

ー
ム

・
訪

問
介

護
事

業

【
実

施
事

業
】

定
員

：
５

0
名

養
護

老
人

ホ
ー

ム

あ
い

ぎ
荘

利
用

さ
れ

る
方

が
有

す
る

能
力

に
応

じ
て

自
立

し
た

生
活

が
送

れ
る

よ
う

個
々

の
計

画
に

沿
っ

て
援

助
い

た
し

ま
す

。
ま

た
、

希
望

さ
れ

る
方

に
対

し
て

は
終

の
棲

家
と

し
て

の
役

割
を

担
い

き
め

細
や

か
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

ま
す

。

【
実

施
事

業
】

定
員

：
5

0
名

〒
8

5
1

-
0

4
0

3
長

崎
市

布
巻

町
7

9
2

℡
0

9
5

-
8

9
2

-
1

0
0

1

通
所

介
護

事
業

所

三
和

荘
要

介
護

・
要

支
援

者
に

対
し

適
切

な
通

所
介

護
を

提
供

し
ま

す
。

一
年

を
通

じ
て

元
気

に
な

る
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
や

創
作

活
動

な
ど

の
活

動
メ

ニ
ュ

ー
が

豊
富

に
揃

っ
て

い
ま

す
。

【
実

施
事

業
】

定
員

：
4

0
名

・
通

所
介

護
事

業
・

介
護

予
防

通
所

介
護

事
業

・
介

護
予

防
通

所
介

護
相

当
サ

ー
ビ

ス
事

業

相
談

に
応

じ
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
よ

う
ケ

ア
プ

ラ
ン

を
作

成
し

ま
す

。
ま

た
関

係
事

業
者

と
連

絡
調

整
を

行
い

利
用

さ
れ

る
方

の
有

す
る

能
力

に
応

じ
て

日
常

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
援

助
し

ま
す

。

環
境

上
理

由
及

び
経

済
的

理
由

に
よ

り
居

宅
に

お
い

て
養

護
を

受
け

る
こ

と
が

困
難

な
方

が
入

居
さ

れ
ま

す
。

家
庭

的
な

雰
囲

気
を

大
切

に
し

て
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム

三
和

荘

・
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

・
短

期
入

所
事

業

〒
8

5
1

-
0

4
0

3
長

崎
市

布
巻

町
7

9
2

℡
0

9
5

-
8

9
2

-1
0

0
1

居
宅

介
護

支
援

事
業

所

三
和

荘

〒
8

5
1

-
0

4
0

3
長

崎
市

布
巻

町
7

9
2

℡
0

9
5

-
8

9
2

-
1

0
0

1

【
実

施
事

業
】

居
宅

介
護

支
援

事
業

●
救

護
施

設 家
庭

的
な

雰
囲

気
の

な
か

で
、

個
々

の
尊

厳
を

守
り

、
安

心
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

に
支

援
し

ま
す

。
リ

ハ
ビ

リ
・

ク
ラ

ブ
活

動
・

地
域

と
の

積
極

交
流

を
行

っ
て

い
ま

す
。

【
実

施
事

業
】

定
員

：
3

9
名

救
護

施
設

あ
い

こ
う

園

救
護

施
設

〒
8

5
1

-
0

4
0

3
長

崎
市

布
巻

町
1

4
4

8
-
1

℡
0

9
5

-
8

9
2

-
0

1
6

5

●
児

童
養

護
施

設
児

童
養

護
施

設

太
陽

寮

児
童

の
権

利
擁

護
を

最
重

点
課

題
に

明
る

く
開

か
れ

た
施

設
作

り
を

目
指

し
ま

す
。

子
ど

も
た

ち
が

『
自

分
の

こ
と

を
好

き
に

な
る

』
よ

う
に

『
“

あ
り

が
と

う
”

を
言

え
る

“
あ

り
が

と
う

”
を

言
わ

れ
る

』
子

ど
も

に
な

る
よ

う
に

元
気

に
笑

顔
で

生
活

し
て

い
ま

す
。

【
実

施
事

業
】

定
員

：
7

0
名

・
児

童
養

護
施

設
・

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

ひ
だ

ま
り

〒
8

5
5

-
0

8
6

5
島

原
市

船
泊

町
丁

3
2

8
9

-
1

℡
0

9
7

5
-
6

2
-
2

0
5

4

●
保

育
所

長
与

保
育

園
【

実
施

事
業

】
定

員
:1

5
0

名

〒
8

5
1

-
2

1
2

8
西

彼
杵

郡
長

与
町

嬉
里

郷
6

7
5

番
地

℡
0

9
5

-
8

8
3

-
2

5
3

8

◇
◆

保
育

目
標

◆
◇

・
明

る
い

子
ど

も

・
優

し
い

子
ど

も

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

子
ど

も

◇
◆

目
指

す
保

育
園

像
◆

◇

・
子

ど
も

に
と

っ
て

楽
し

く
大

好
き

な
保

育
園

・
保

護
者

に
と

っ
て

安
心

し
て

任
せ

ら
れ

る
保

育
園

・
地

域
の

人
に

と
っ

て
信

頼
と

親
し

み
の

あ
る

保
育

園
・

職
員

に
と

っ
て

働
き

甲
斐

の
あ

る
保

育
園

・
子

育
て

支
援

・
延

長
保

育
・

一
時

預
か

り
・

障
害

児
保

育

め
ぐ

み
保

育
園

【
実

施
事

業
】

定
員

:1
6

0
名

・
延

長
保

育
・

一
時

預
か

り
・

障
害

児
保

育

〒
8

5
1

-
2

1
2

6
西

彼
杵

郡
長

与
町

吉
無

田
郷

2
0

3
0

-
1

0
℡

0
9

5
-
8

8
3

-
3

4
6

6

の
ぞ

み
保

育
園

【
実

施
事

業
】

定
員

:7
0

名

・
延

長
保

育
・

一
時

預
か

り
・

障
害

児
保

育

〒
8

5
1

-
2

1
2

5
西

彼
杵

郡
長

与
町

三
根

郷
5

3
-1

0
0

℡
0

9
5

-
8

8
3

-
1

0
4

0

わ
か

ば
保

育
園

【
実

施
事

業
】

定
員

:1
6

0
名

・
延

長
保

育
・

一
時

預
か

り
・

障
害

児
保

育

〒
8

5
1

-
2

1
2

8
西

彼
杵

郡
長

与
町

嬉
里

郷
1

1
4

2
-
1

℡
0

9
5

-
8

8
3

-
4

9
0

6

道
の

尾
保

育
園

・
延

長
保

育
・

一
時

預
か

り
・

障
害

児
保

育

【
実

施
事

業
】

定
員

:1
2

0
名

〒
8

5
1

-
2

1
2

7
西

彼
杵

郡
長

与
町

高
田

郷
8

3
-
5

℡
0

9
5

-
8

5
6

-
0

9
7

0

●
放

課
後

健
全

育
成

事
業

（
学

童
）

な
が

よ
っ

子
ク

ラ
ブ

定
員

:4
0

名

西
彼

杵
郡

長
与

町
嬉

里
郷

4
6

5
番

地
℡

0
9

5
-
8

6
5

-
8

8
4

5

め
ぐ

み
っ

子
ク

ラ
ブ

定
員

:4
0

名

西
彼

杵
郡

長
与

町
吉

無
田

郷
2

0
3

0
-
1

0
℡

0
9

5
-
8

0
1

-
7

0
0

2

わ
か

ば
っ

子
ク

ラ
ブ

定
員

:4
0

名

西
彼

杵
郡

長
与

町
嬉

里
郷

1
1

4
2

-
1

℡
0

9
5

-
8

6
5

-
8

4
8

4
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目
次

１
あ

い
こ

う
園

の
施

設
概

要
紹

介

２
あ

い
こ

う
園

の
利

⽤
者

の
⽇

常

３
就

労
⽀

援
、

事
例

４
今

後
の

展
望

・
課

題

概
要

法
人

名
︓

社
会

福
祉

法
人

み
の

り
会

施
設

名
︓

救
護

施
設

あ
い

こ
う

園
所

在
地

︓
⻑

崎
県

⻑
崎

市
布

巻
町
14

48
－
1

法
人

設
⽴

︓
昭

和
36

年
3⽉

施
設

開
園

︓
昭

和
44

年
1⽉

1日
施

設
改

築
︓

平
成
25

年
10

⽉
31

日
→

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

・
全

館
バ

リ
ア

フ
リ

ー
・

オ
ゾ

ン
脱

臭
機

・
特

浴
セ

ン
サ

ー
・

廊
下

定
員

数
︓
70

人
現

員
70

人
⼊

所
中
(男

性
46

人
⼥

性
24

人
)

職
員

数
︓
28

人
(正

社
員
23

人
パ

ー
ト
5人

)

施
設

の
⾒

取
り

図
１

階
食

堂
・

浴
室

・
面

接
室

・
交

流
ス

ペ
ー

ス
・

事
務

室
２

階
サ

ー
ビ

ス
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
・

浴
室
(機

械
)・

医
務

室
・

洗
濯

室
・

談
話

ホ
ー

ル
・

居
室
(３

人
)︓

５
居

室
(２

人
)︓

１
０

居
室
(１

人
)︓

３
３

階
談

話
ホ

ー
ル

・
静

養
室

サ
ー

ビ
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

居
室
(３

人
)︓

５
居

室
(２

人
)︓

１
０

居
室
(１

人
)︓

３

あ
い

こ
う

園
の

特
色

・
他

の
救

護
施

設
と

比
べ

、
知

的
障

害
を

有
す

る
⽅

の
割

合
が

高
い

。
・

日
課

に
加

え
、

農
作

業
を

就
労

訓
練

事
業

と
し

て
設

け
て

い
る

。
・

特
殊

浴
槽

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
、

セ
ン

サ
ー

、
ガ

ス
発

電
機

、
⾵

呂
⽔

循
環

ろ
過

装
置

等
を

導
⼊

し
て

い
る

。
・

緊
急

時
は

⼀
時

避
難

所
と

し
て

開
放

。
・

元
利

⽤
者

の
⽅

で
身

元
引

受
人

が
お

ら
ず

、
病

院
等

で
亡

く
な

っ
た

際
は

、
園

内
で

葬
儀

を
取

り
⾏

っ
て

い
る

。

⾵
呂

⽔
循

環
ろ

過
装

置
と

は
、

使
⽤

し
た

⾵
呂

の
⽔

を
⼀

度
ろ

過
し

、
洗

濯
⽔

と
し

て
使

⽤
し

て
い

ま
す

。

ガ
ス

発
電

機
は

、
災

害
時

等
で

電
⼒

供
給

が
ス

ト
ッ

プ
し

た
際

に
使

⽤
し

ま
す

。
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⼊
居

者
の

状
況
(令

和
6年

10
⽉
)

20
〜
29

歳
2%

30
〜
49

歳
7%

50
〜
59

歳
14
%

60
〜
69

歳
23
%

70
〜
79

歳
40
%80
歳

〜
14
%

年 齢 層

20
〜
29

歳
30

〜
49

歳
50

〜
59

歳
60

〜
69

歳
70

〜
79

歳
80

歳
〜

知
的

27
%

身
体 1%

精
神

12
%

生
活

14
%

重
複

46
%

障 害 状 況

知
的

身
体

精
神

生
活

重
複

利
⽤

者
の

日
常

あ
い

こ
う

園
日

課
表

お
や

つ
１

４
:４

５
起

床
(要

介
護

者
)

６
:０

０
検

温
・

掃
除

１
５
:０

０
起

床
(そ

の
他

利
⽤

者
)

検
温

・
点

眼
・

血
圧

測
定

７
:０

０

自
由

時
間

１
５
:３

０
朝

食
８
:０

０

体
操

１
７
:０

０
食

堂
掃

除
(当

番
制
)

⻭
み

が
き

８
:２

０

夕
食

１
８
:０

０
ラ

ジ
オ

体
操

歩
⾏

訓
練
(火

・
水
)

整
容

９
:０

０

食
堂

掃
除
(当

番
制
)

⻭
み

が
き

１
８
:３

０
園

内
掃

除
１

０
:０

０

掃
除

１
９
:０

０
自

由
時

間
１

１
:０

０

点
眼

・
服

薬
２

０
:３

０
昼

食
１

２
:０

０

就
寝

・
消

灯
(要

介
護

者
２

１
時
)

２
１
:０

０
食

堂
掃

除
(当

番
制
)

⻭
磨

き
１

２
:３

０

２
２
:０

０
⼊

浴
１

３
:０

０

日
課

の
写

真

・
自

由
時

間
ホ

ー
ル

に
集

ま
り

利
⽤

者
同

⼠
で

の
お

話
し

や
テ

レ
ビ

を
⾒

て
過

ご
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
ラ

ジ
オ

体
操

体
操

を
⾏

な
う

こ
と

で
、

身
体

の
可

動
域

や
筋

⼒
の

維
持

・
向

上
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

・
掃

除
日

常
生

活
⼒

向
上

の
為

、
各

所
の

掃
除

や
洗

濯
物

⼲
し

・
た

た
み

な
ど

積
極

的
に

参
加

し
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

11



イ
ベ

ン
ト

・
⾏

事
・

お
盆
(精

霊
流

し
)

→
⻑

崎
の

伝
統

⾏
事

で
あ

る
「

精
霊

流
し

」
を

、
あ

い
こ

う
園

で
も

⾏
っ

て
い

ま
す

。
ち

な
み

に
精

霊
船

は
、

職
員

・
利

⽤
者

の
⼿

作
り

で
す

。

草
野

が
色

を
塗

り
ま

し
た

︕

イ
ベ

ン
ト

・
⾏

事

ク
リ

ス
マ

ス
会

→
ク

リ
ス

マ
ス

会
で

は
、

利
⽤

者
が

簡
単

に
出

来
る

よ
う

な
ゲ

ー
ム

を
職

員
が

考
え

て
⾏

っ
た

り
、

プ
レ

ゼ
ン

ト
を

全
員

分
⽤

意
し

て
い

ま
す

。

ケ
ー

キ
を

職
員

と
利

⽤
者

全
員

分
⽤

意
し

て
み

ん
な

で
楽

し
く

話
し

な
が

ら
食

べ
ま

す
。

イ
ベ

ン
ト

・
⾏

事

・
ラ

ン
タ

ン
→

毎
年
2⽉

に
⻑

崎
の

⾏
事

で
⾏

わ
れ

る
ラ

ン
タ

ン
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

で
す

が
、

施
設

内
も

で
職

員
か

ら
の

出
し

物
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

右
側

の
貼

り
絵

の
写

真
は

利
⽤

者
が

作
成

し
て

い
ま

す
。

・
正

⽉
→

利
⽤

者
に

合
わ

せ
た

、
お

せ
ち

料
理

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
ま

た
施

設
内

に
鳥

居
を

作
成

し
て

設
置

し
、

お
み

く
じ

を
引

い
て

も
ら

う
な

ど
初

詣
気

分
を

味
わ

っ
て

も
ら

い
ま

す
。

就
労

支
援

農
作

業
⽬

的
︓

作
業

を
通

し
た

就
労

意
欲

の
促

進
と

情
緒

の
安

定
を

図
る

日
時

︓
Ａ

Ｍ
９

時
〜

１
１

時
Ｐ

Ｍ
１

３
時

〜
１

５
時

⽉
曜

日
、

⽕
曜

日
、

⽊
曜

日
、

⾦
曜

日
(週

４
回
)

野
菜

栽
培

︓
ジ

ャ
ガ

イ
モ

、
⼩

松
菜

、
ほ

う
れ

ん
草

、
カ

ボ
チ

ャ
、

タ
マ

ネ
ギ

、
⼤

根

収
穫

し
た

野
菜

は
、

食
堂

で
調

理
す

る
か

職
員

が
購

⼊
し

ま
す

︕
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困
難

事
例 障
害

・
疾

患
の

状
態

に
関

わ
ら

ず
、

臨
機

応
変

な
支

援
を

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

事
例

②
⽬

⽴
っ

た
障

害
等

は
な

い
が

、
施

設
の

決
ま

り
事

や
他

利
⽤

者
と

の
関

係
に

ス
ト

レ
ス

を
抱

き
、

過
度

な
暴

⾔
を

発
す

る
こ

と
が

あ
る

。
⇒都度

傾
聴

し
、

施
設

で
対

応
が

可
能

な
事

が
あ

れ
ば

実
施

す
る

。
ま

た
、

今
後

は
ス

ト
レ

ス
発

散
の

契
機

に
な

れ
る

よ
う

、
就

労
訓

練
事

業
の

参
加

を
積

極
的

に
促

し
て

い
く

事
を

検
討

中
。

事
例

①
比

較
的

に
若

く
AD

Lも
自

⽴
し

て
い

る
為

、
農

作
業

の
班

に
加

⼊
し

て
い

た
⽅

。
し

か
し

、
発

達
障

害
の

傾
向

が
強

く
他

利
⽤

者
と

の
や

り
と

り
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

難
が

あ
り

、
共

同
で

の
活

動
が

多
い

作
業

へ
の

参
加

を
拒

否
す

る
姿

勢
が

徐
々

に
⾒

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

⇒農作
業

の
班

か
ら

脱
退

し
、

個
人

で
の

作
業

が
可

能
な

清
掃

活
動

に
シ

フ
ト

チ
ェ

ン
ジ

し
て

い
け

る
様

に
検

討
中

。

個
別

支
援

事
例
(Ｍ

氏
)①

⼊
所

時
の

基
本

情
報

・
名

前
M

氏
【

男
性

】
・

年
齢

２
０

代
前

半
・

⼊
所

令
和

２
年

６
⽉

〜
・

家
族

に
つ

い
て

県
外

に
⺟

が
住

ん
で

い
る

が
、

疎
遠

。
・

障
害

状
況

疾
患

は
な

い
が

、
発

達
・

軽
度

知
的

障
害

の
疑

い
が

あ
る

。
・

そ
の

他
精

神
保

健
福

祉
手

帳
（
3級

）
、

療
育

手
帳

（
B2

）
・

⽣
活

歴
⼊

所
以

前
は

窃
盗

を
主

と
し

た
犯

罪
歴

や
借

⾦
が

あ
り

、
保

護
観

察
を

受
け

て
い

た
過

去
が

あ
る

。
職

歴
は

あ
る

が
⼈

間
関

係
の

ト
ラ

ブ
ル

に
よ

っ
て

何
度

も
転

々
と

し
、

令
和

２
年

４
⽉

を
最

後
に

退
職

。
当

時
住

ん
で

い
た

会
社

寮
を

退
き

、
公

園
で

数
カ

⽉
間

⽣
活

を
送

る
。

後
に

⽣
活

保
護

の
申

請
、

あ
い

こ
う

園
⼊

所
に

至
る

。

Ｍ 氏 の 個 別 支 援 事 例 ②

⼊
所

当
初

の
計

画
【

令
和
2年

】
『

退
所

後
の

⽣
活

に
向

け
た

取
り

組
み

』
を

念
頭

に
計

画
〇
生
活
リ
ズ
ム
の
調
整
を
図
る
。

〇
保

護
司

を
介

し
家

族
と

の
連

絡
を

定
期

的
に

⾏
う

★
留

意
点

本
⼈

の
意

向
と

関
係

機
関

・
親

と
の

意
向

が
異

な
っ

て
い

る
。

本
⼈

の
気

持
ち

を
汲

み
取

り
つ

つ
、

調
整

を
し

て
い

く
必

要
性

有
。

⽀
援

開
始

か
ら

数
か

⽉
・

・
・

⾒
え

て
き

た
本

⼈
の

強
み

と
課

題

強
み

○
手

先
や

体
を

使
っ

た
事

は
器

⽤
に

こ
な

せ
る

。

○
助

言
・

指
導

を
素

直
に

聞
き

⼊
れ

る
事

が
出

来
る

。

課
題

△
整

理
整

頓
が

苦
手

△
読

み
書

き
や

計
算

・
自

身
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
企

画
や

⾦
銭

の
管

理
が

不
得

意

△
対

⼈
関

係
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
困

難
性

が
や

や
あ

る
。

経 過

令
和

３
年

〜
令

和
６

年
ま

で
の

期
間

の
支

援

令 和 ３ 年 度

令 和 ４ 年 度

令 和 ５ 年 度

⾦
銭

管
理

を
出

来
る

様
に

な
る

為
、

保
護

費
を

管
理

し
な

が
ら

居
宅

を
衛

⽣
的

に
保

つ
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

ま
た

、
来

年
度

は
保

護
費

で
は

な
く

、
ア

ル
バ

イ
ト

の
収

⼊
で

⽣
活

で
き

る
よ

う
⽀

援
・

計
画

を
実

施
し

て
⾏

く
こ

と
に

。
本

年
度

を
も

っ
て

居
宅

⽀
援

事
業

を
満

期
で

終
了

。

地
域

移
⾏

を
目

指
し

て
居

宅
⽀

援
事

業
を

活
⽤

。
自

炊
・

掃
除

・
⽇

⽤
品

の
買

い
出

し
な

ど
の

⽇
常

⽣
活

に
必

要
な

能
⼒

を
培

え
る

よ
う

に
⽀

援
を

展
開

。
大

き
な

問
題

は
な

く
⽣

活
で

き
て

い
た

が
、

安
定

し
た

地
域

移
⾏

を
実

現
す

る
為

に
、

貯
蓄

を
す

る
こ

と
を

計
画

。
も

う
⼀

年
延

期
し

て
居

宅
⽣

活
を

⾏
う

こ
と

と
な

る
。

４
⽉

よ
り

ア
ル

バ
イ

ト
開

始
。

そ
の

収
⼊

で
食

料
、

嗜
好

品
な

ど
の

物
を

購
⼊

し
⽣

活
。

ま
た

外
部

で
の

友
⼈

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
が

、
本

⼈
の

中
で

今
後

の
様

々
な

不
安

が
募

り
、

翌
年

の
１

⽉
に

無
断

外
出

。
現

状
で

の
急

な
地

域
移

⾏
は

リ
ス

ク
が

あ
る

為
、

⽀
援

の
方

向
性

を
改

め
、

居
宅

の
整

理
整

頓
と

⾦
銭

管
理

を
⾏

う
。

13



Ｍ 氏 の 個 別 支 援 事 例 ③

今
後

の
展

望
と

課
題

○
今

後
の

展
望

・
現

在
は

知
的

障
害

を
有

す
る

利
⽤

者
の

⽅
が

多
い

が
、

今
後

は
精

神
障

害
を

有
す

る
利

⽤
者

も
増

え
る

か
も

し
れ

な
い

。

○
課

題
・

日
課

活
動

の
幅

を
拡

⼤
し

た
り

、
日

課
活

動
に

拒
否

的
な

利
⽤

者
が

居
た

際
に

は
、

自
分

ら
し

い
生

活
ス

タ
イ

ル
を

助
⻑

で
き

る
よ

う
な

支
援

を
計

画
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

︖
・

上
記

の
内

容
と

共
に

、
個

別
支

援
計

画
の

義
務

化
を

通
し

て
、

今
⼀

度
利

⽤
者

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

支
援

を
計

画
し

て
い

け
る

様
に

取
り

組
む

・
⽇

課
の

よ
う

に
パ

タ
ー

ン
化

さ
れ

た
⽇

中
⽀

援
の

み
で

は
な

く
、

よ
り

利
⽤

者
主

体
の

活
動

提
供

が
必

要
に

な
っ

て
く

る
か

も
︖

︖
︖

14



 

  

 

 各施設の取組紹介 

ときわの丘 

介護職員 赤塚 貴 氏 
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Co
py

rig
ht

©
 TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

⿅
児

島
県

社
会

福
祉

法
⼈

常
盤

会
救

護
施

設
と

き
わ

の
丘

赤
塚

貴

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

1

児
童

発
達

支
援

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

サ
ニ

ー
キ

ッ
ズ

指
定

障
害

者
支

援
施

設
デ

ィ
ラ

イ
ト

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

ひ
こ

ば
え

指
定

生
活

介
護

事
業

所
サ

ポ
ー

ト
明

星

指
定

生
活

介
護

事
業

所
奏

の
丘

石
谷

の
森

保
育

園
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

ド
リ

ー
ム

キ
ッ

ズ

障
害

児
者

施
設

明
星

学
園

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

め
ば

え

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

2

障
害

者
複

合
施

設
 し

ろ
や

ま
の

風
障

害
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
サ

ポ
ー

ト
ハ

ウ
ス

養
護

老
人

ホ
ー

ム
き

い
れ

の
丘

多
機

能
型

事
業

所

ウ
ィ

ズ

児
童

発
達

支
援

あ
ゆ

み
（

東
京

都
板

橋
区

）
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
高

砂
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
（

東
京

都
葛

飾
区

）

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

く
に

た
ち

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

（
東

京
都

国
立

市
）

認
可

保
育

園
野

火
止

保
育

園
  

（
埼

玉
県

）

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

3

経
営

）
社

会
福

祉
法

⼈
常

盤
会

名
称

）
救

護
施

設
と

き
わ

の
丘

 ⿅
児

島
市

下
福

元
町

33
40

-1

開
設

）
令

和
 2

年
 2

⽉
 1

⽇
 ※

い
し

き
園

よ
り

⺠
間

移
譲

定
員

）
50

名
(在

籍
44

名
)

事
業

）
⼀

時
⼊

所
事

業

施
設

概
要

16



Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

4

★
⿅

児
島

市
の

中
央

下
付

近
に

位
置

・
⿅

児
島

中
央

駅
か

ら
⾞

で
約

30
分

・
JR

指
宿

枕
崎

線
の

最
寄

り
駅

か
ら

⾞
で

約
10

分
・

あ
い

ば
す

「
し

ろ
や

ま
の

風
前

」
よ

り
徒

歩
1分

緑
に

囲
ま

れ
た

自
然

豊
か

な
環

境
︕

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

と
き

わ
の

丘
⼊

所
者

状
況

（
令

和
6年

11
⽉

1日
現

在
）

5

⼊
所

者
数

定
員

50
人

•男
性

23
人

•⼥
性

21
人

•合
計

44
人

年
齢

構
成

•3
0代

1人
•4

0代
3人

•5
0代

6人
•6

0代
 1

1人
•7

0代
 1

3人
•8

0代
以

上
 1

0人

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

と
き

わ
の

丘
⼊

所
者

状
況

（
令

和
6年

11
⽉

1日
現

在
）

6

⼊
所

期
間

⚫
1年

未
満

   
 9

人
⚫

1〜
2年

9人
⚫

2〜
3年

  3
人

⚫
3〜

4年
10

人
⚫

4年
以

上
  1

3人

⼊
所

経
緯

•知
的

障
害

者
3人

•精
神

障
害

者
7人

•路
上

生
活

者
4人

•強
制

退
去

者
5人

•D
V等

被
害

者
   

11
人

•刑
期

終
了

者
4人

•そ
の

他
 1

0人

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

事
例

対
象

者
Aさ

ん
（

⼊
所

当
時

）

7

年
齢

30
代

後
半

性
別

男
性

手
帳

な
し

既
往

歴
・

医
師

か
ら

適
応

障
害

、
知

的
障

害
の

疑
い

を
示

唆
（

検
査

拒
否

）

扶
養

者
両

親
と

も
に

他
界

。
兄

弟
は

い
な

い
。

⽣
活

歴

仕
事

を
転

々
と

し
、

ど
れ

も
⻑

続
き

し
て

い
な

い
。

両
親

の
死

後
、

⾦
銭

管
理

が
で

き
ず

借
⾦

を
し

て
⽣

活
に

困
窮

し
⽣

活
保

護
受

給
。

仕
事

の
関

係
か

ら
暴

⼒
団

関
係

者
と

繋
が

り
が

で
き

保
護

費
を

搾
取

さ
れ

、
犯

罪
に

加
担

。

⼊
所

理
由

暴
⼒

団
関

係
者

に
よ

る
搾

取
被

害
及

び
犯

罪
集

団
か

ら
の

避
難

。
追

わ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
⼀

時
⼊

所
と

な
る

。
そ

の
後

、
本

⼊
所

。
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Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

Aさ
ん

の
課

題

8

判
断

⼒
の

⽋
如

⾏
動

⼒
の

⽋
如

⾦
銭

管
理

が
で

き
な

い
。

⽀
配

的
な

⼈
か

ら
の

指
示

で
し

か
動

け
な

い
。

危
機

感
が

あ
っ

て
も

⼈
に

流
さ

れ
て

し
ま

う
。

困
っ

た
り

、
悩

ん
だ

り
し

て
も

相
談

が
で

き
な

い
。

・ ・ ・ ・

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

9

判
断

⼒
︓

知
識

や
物

事
を

理
解

す
る

⼒
が

あ
れ

ば
…

︖

必
要

な
学

習
や

体
験

を
す

る
機

会
が

な
か

っ
た

︖
機

会
が

あ
っ

て
も

学
び

取
れ

な
か

っ
た

︖

⾏
動

⼒
︓

自
⼰

表
現

や
自

⼰
選

択
が

苦
手

︖

Aさ
ん

は
…

な
ぜ

判
断

⼒
、

⾏
動

⼒
が

⽋
如

し
て

い
る

の
か

︖

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

職
員

の
気

づ
き

10

「
学

び
直

し
」

が
必

要
な

ん
だ

︕

Aさ
ん

が
自

分
で

判
断

し
て

⾏
動

す
る

た
め

に
、

学
習

、
体

験
の

機
会

を
作

る
︕

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

と
き

わ
の

丘
活

動
（

週
案

例
）

11

•コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
活

動
⽉

•ク
ラ

ブ
活

動
火

•運
動

活
動

水

•自
治

会
⽊

•社
会

参
加

活
動

⾦

•学
習

会
土

•カ
ラ

オ
ケ

日
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Co
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rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

と
き

わ
の

丘
活

動
内

容

12

•
ソ

ー
シ

ャ
ル

ス
キ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
(S

ST
)を

通
し

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
を

養
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
活

動

•
社

会
資

源
の

座
学

や
体

験
学

習
を

⾏
う

社
会

参
加

活
動

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

活
動

後
に

相
談

が
増

え
る

13

Aさ
ん

「
イ

ヤ
な

こ
と

断
る

に
は

ど
う

す
る

の
︖

」

「
ラ

ジ
オ

が
う

る
さ

い
⼈

が
い

る
。

ど
う

す
れ

ば
い

い
︖

」

「
○

○
を

購
⼊

し
た

い
け

ど
い

く
ら

ぐ
ら

い
か

か
る

︖
」

「
賃

貸
の

保
証

⼈
を

お
願

い
す

る
に

は
︖

」

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

14

言
い

な
り

に
な

ら
な

く
て

い
い

ん
だ

。

悩
ま

ず
に

相
談

し
て

い
い

ん
だ

。

無
駄

使
い

を
し

て
は

い
け

な
い

。

誰
か

を
頼

る
こ

と
も

必
要

な
ん

だ
。

相
談

か
ら

読
み

解
く

Aさ
ん

の
「

気
づ

き
」

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

Aさ
ん

の
判

断
⼒

、
⾏

動
⼒

の
変

化

15

手
帳

の
取

得
に
否

定
的

だ
っ
た
が

、
療

育
手

帳
を
取

得
し
た
。

人
に
流

さ
れ

て
意

見
を
言

え
な
か

っ
た
が

、
み
ん
な
の

前
で
手

を
挙

げ
て
発

言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

買
い
物

す
る
と
き
に
職

員
に
相

談
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・ ・ ・
手

帳
取

得
後

、
B
型

就
労

に
行

く
よ
う
に
な
っ
た
。

・

19



Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

16

私
の

⼊
社

の
き

っ
か

け

臨
時

職
員

は
1年

だ
け

な
の

で
、

や
っ

て
み

よ
う

以
前

は
有

料
⽼

⼈
ホ

ー
ム

に
勤

務
他

の
福

祉
業

も
知

り
た

い
市

の
救

護
施

設
い

し
き

園
臨

時
職

員
募

集
を

知
る

救
護

施
設

っ
て

何
︖

県
に

ひ
と

つ
︖

知
り

た
い

1年
後

、
常

盤
会

に
⺠

間
移

譲
救

護
の

奥
深

さ
を

知
り

、
続

け
る

こ
と

を
決

意
と

き
わ

の
丘

へ
Co

py
rig

ht
 ©

TO
KI

W
A

KA
I. 

 A
ll 

Ri
gh

ts
 R

es
er

ve
d.

個
人

的
な
目

標

17

Aさ
ん

の
よ

う
に

課
題

を
知

れ
ば

変
わ

る
こ

と
が

で
き

る
と

分
か

っ
た

利
⽤

者
の

課
題

の
理

解

ヒ
ン

ト
を

提
示

で
き

る
活

動
を

提
供

そ
の

た
め

に
は

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

18

と
き

わ
の

丘
1番

の
課

題
︕

早
急

に
取

り
組

む
こ

と
は

定
員

の
充

足

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

と
き
わ
の

丘
の
目

標

19

病
院

や
包

括
⽀

援
セ

ン
タ

ー
で

も
実

施
を

検
討

⿅
児

島
県

の
救

護
施

設
職

員
研

究
大

会
で

の
皆

さ
ま

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

福
祉

⾏
政

機
関

に
説

明
会

を
実

施

20



Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

20

他
の

課
題

︕

通
所

事
業

の
設

置

居
宅

訓
練

⼀
時

⼊
所

者
の

退
所

後
⽀

援

Co
py

rig
ht

 ©
TO

KI
W

A
KA

I. 
 A

ll 
Ri

gh
ts

 R
es

er
ve

d.

21

と
き

わ
の

丘
か

ら
⿅

児
島

の
シ

ン
ボ

ル
桜

島
が

綺
麗

に
⾒

え
る

で
ご

わ
す

︕

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

21



 

  

 

 各施設の取組紹介 

野坂の浦荘 

調理員 諌⼭ 颯 氏 

22



救
護

施
設

野
坂

の
浦
荘

社
会

福
祉

法
人

蘇
生

会

救
護

施
設

野
坂

の
浦

荘

調
理

員
諫

山
颯

1

2

野
坂
の
浦
荘

3

救
護

施
設

野
坂

の
浦

荘

設
置

主
体

社
会

福
祉

法
人

蘇
生

会

開
設

昭
和

55
年

5
月

1
日

定
員

50
名

4

23



5

施
設

長
事

務
員

生
活

相
談

員
栄

養
士

看
護

師
生

活
支

援
員

介
助

員
調

理
員

管
理

員

１
１

３
１

２
８

１
５

２

施
設

の
職
員

合
計
２
４
人

（
内

容
）

6

入
所

者
の

状
況

男
女

比

令
和
６
年
１
０
月
１
日

現
在

3
2
名

6
0
％

2
1
名

4
0
％

人
員
数

男
性

女
性

7

入
所

者
の

状
況

年
齢

令
和
６
年
１
０
月
１
日

現
在

0

1

1

1

0

1

7

5

12

12

4

16

9

5

14

0

5

5

1

2

3

男
性

女
性

全
体

30
～

39
歳

40
～

49
歳

50
～

59
歳

60
～

69
歳

70
～

79
歳

80
～

89
歳

90
歳
～

8

24



入
所

者
の

状
況

障
害

状
況

令
和
６
年
１
０
月
1
日
現
在

４
％

２
３
％ １
０
％

３
２
％

４
％

２
７
％

身
体
障

害

知
的
障

害

ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症

精
神
障

害

重
複
障

害

生
活
障

害

9

施
設
内

の
一

日
の

流
れ

時
間

日
課
内

容

6
：
3
0

起
床

7
：
4
5

朝
食

8
：
3
0

掃
除

9
：
3
0

屋
外

作
業
・
散

歩
・リ

ハ
ビ
リ
・清

掃
活

動
等

1
2
：
00

昼
食
・
自

由
時
間

1
3
：
30

ヨ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
・
文

化
活

動
・
趣
味

の
活
動

1
6
：
30

入
浴

1
8
：
00

夕
食

1
8
：
30

自
由

時
間

2
2
：
00

就
寝

10

立
派

な
玉

ね
ぎ
が
で
き
ま
し
た
！

キ
ュ
ウ
リ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
オ
ク
ラ
、
パ
セ
リ

な
ど
も
栽

培
デ
コ
ポ
ン
や

甘
夏
な
ど
の
柑

橘
も

11

ヨ
ガ

全
身

に
効

い
て
き

ま
す

屋
外

で
の
ヨ
ガ
は

気
分

も
ス
ッ
キ
リ 12

25



13
14

中
学

生
と
の
勉

強
会

15

保
育

園
児
と
の
交

流
会

16

26



17

写
真

老
人

ク
ラ
ブ
交

流
会

18

御
立

岬
海
水

浴
場

の
清

掃
活

動
19

20

27



21

行
事

食
、
バ

イ
キ
ン
グ
・
・

芦
北

町
食
の
自
立

支
援

事
業

22

地
域

貢
献

事
業

（
支

援
弁

当
）

23

地
域

貢
献

事
業

（
支

援
弁

当
）

24

28



25

～
今
後

の
目

標
～

26

ご
清
聴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

29



 

  

 

 各施設の取組紹介 

野の花 

支援主任 福岡 愛美 氏 

30



〜
九

州
地

区
救

護
施

設
職

員
研

修
会

〜

救
護

施
設

野
の

花
保

護
施

設
通

所
事

業
担

当
福

岡
愛

美

複
合

福
祉

施
設

松
濤

園
・

平
成

26
年

4⽉
（

昭
和

46
年

開
設

)に
代

わ
る

複
合

福
祉

施
設

開
設

事
業

者
の

公
募

⽼
朽

化
等

に
よ

る
施

設
の

廃
⽌

（
養

護
⽼

人
ホ

ー
ム

︓
定

員
１

５
０

/救
護

施
設

定
員

５
０

）

・
社

会
福

祉
法

人
創

生
会

と
社

会
福

祉
法

人
野

の
花

学
園

が
共

同
事

業
提

案
・

着
⼯

平
成

27
年

12
⽉

・
竣

⼯
平

成
29

年
1⽉

末
日

社
会

福
祉

法
人

創
生

会
今

津
創

生
園

社
会

福
祉

法
人

野
の

花
学

園
救

護
施

設
野

の
花

複
合

福
祉

施
設

松
濤

園
施

設
内

写
真

〜
in

1階
〜

地
域

交
流

ス
ペ

ー
ス

看
板

犬
⼩

鉄

31



施
設

内
写

真
〜

in
2階

〜

食
堂

施
設

内
写

真
〜

in
2階

〜

ふ
ら

わ
ー

野
の

花
富

楽
和

〜
事

業
の

沿
⾰

〜
20

17
年

03
⽉

救
護

施
設

野
の

花
開

設

20
18

年
04

⽉
障

が
い

者
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

フ
ラ

ワ
ー

今
津

開
設

20
19

年
04

⽉
居

宅
生

活
訓

練
事

業
開

始
※

1

20
20

年
03

⽉
障

が
い

者
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

フ
ラ

ワ
ー

室
⾒

開
設

20
20

年
03

⽉
障

が
い

者
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

フ
ラ

ワ
ー

福
重

開
設

20
20

年
04

⽉
保

護
施

設
通

所
事

業
開

始
※

2

20
21

年
09

⽉
自

⽴
訓

練
FL

O
W

ER
（

障
が

い
福

祉
サ

ー
ビ

ス
）

開
設

月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10月

11月
12月

1月
2月

3月
計

入所
2

0
3

0
2

1
1

2
2

6
0

1
20

退所
2

3
0

1
2

0
4

2
5

5
2

4
30

月初
52

52
49

52
51

51
52

49
49

46
47

45
49.
6

入所
3

3
2

4
1

1
4

0
2

2
6

1
29

退所
3

2
5

1
2

1
3

2
5

1
3

3
31

月初
54

54
56

52
55

54
54

55
53

50
52

54
53.
6

入所
2

1
3

1
1

4
4

4
6

2
4

1
33

退所
2

1
3

2
0

5
3

8
3

1
4

2
34

月初
55

55
55

55
54

55
54

55
51

54
55

54
54.
3

令和
5

年度 令和
4

年度 令和
3

年度救
護

施
設

利
⽤

者
の

⼊
退

所
状

況

32



項
目

就
労

自
立

居
宅

移
行

障
が
い

GH
養
護

老
人

そ
の
他

施
設

入
院

精
神

入
院

一
般

自
主

退
所

無
断

退
所

死
亡

計

開
設
か

ら
累
計
人
員

20
57

33
17

27
11

4
31

9
9

21
8

構
成
比

9.
2%

26
.1
%

15
.1
%

7.
8%

12
.4
%

5.
0%

1.
8%

14
.2
%

4.
1%

4.
1%

10
0.
0%

令
和
5

年
度

人
員

2
5

8
1

8
3

2
1

30

構
成
比

6.
7%

16
.7
%

26
.7
%

3.
3%

26
.7
%

10
.0
%

0.
0%

6.
7%

0.
0%

3.
3%

10
0.
0%

令
和
4

年
度

人
員

2
8

8
1

7
2

3
31

構
成
比

6.
5%

25
.8
%

25
.8
%

3.
2%

22
.6
%

0.
0%

0.
0%

6.
5%

0.
0%

9.
7%

10
0.
0%

令
和
3

年
度

人
員

1
13

4
5

5
1

1
3

1
34

構
成
比

2.
9%

38
.2
%

11
.8
%

14
.7
%

14
.7
%

2.
9%

2.
9%

8.
8%

0.
0%

2.
9%

10
0.
0%

退
所

理
由

別
（

退
所

後
）

状
況

平
成

29
年

3⽉
〜

令
和

6年
3⽉

31
日

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月
12
月

1月
2月

3月
計

通
所

開
始

1
1

2

終
了

1
1

1
1

4

月
初

4
3

3
2

2
2

2
2

2
2

1
1

26

訪
問

開
始

0

終
了

0

月
初

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

通
所

事
業

令
和

2年
4⽉

1日
事

業
開

始
定

員
9名

（
通

所
6名

訪
問

3名
）

※
1 居
宅

生
活

訓
練

事
業

と
は

・
・

・

救
護

施
設

に
お

い
て

居
宅

生
活

に
向

け
た

生
活

訓
練

を
⾏

う
と

と
も

に
、

居
宅

生
活

に
移

⾏
可

能
な

対
象

者
の

た
め

の
居

宅
⽤

住
居

を
確

保
し

、
よ

り
居

宅
に

近
い

環
境

で
実

体
験

的
に

⽣
活

訓
練

を
⾏

う
こ

と
に

よ
り

、
施

設
に

⼊
所

し
て

い
る

被
保

護
者

が
ス

ム
ー

ズ
に

居
宅

生
活

に
移

⾏
し

、
継

続
し

て
居

宅
に

お
い

て
生

活
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

こ
と

を
⽬

的
と

す
る

。

居
宅

生
活

訓
練

で
は

こ
の

よ
う

な
こ

と
を

し
て

い
ま

す
・

・
・

買
い

物
支

援
（

公
共

施
設

ま
で

⾏
け

る
か

・
⾦

銭
管

理
確

認
調

理
訓

練
⾒

守
り

レ
ジ

等
使

え
る

か
確

認
）

ｅ
ｔ

ｃ
…

33



☆
居

宅
生

活
訓

練
対

象
者

は
、

⼊
所

し
て

3か
⽉

以
上

の
⽅

で
、

希
望

者
を

募
り

職
員

に
て

選
定

会
議

を
⾏

い
決

定
し

て
い

る
。

☆
居

宅
生

活
訓

練
で

は
、

福
岡

市
⻄

区
に

あ
る

マ
ン

シ
ョ

ン
を

5部
屋

借
り

、
宿

泊
型

訓
練

と
日

中
型

訓
練

を
⾏

っ
て

い
る

。
単

身
生

活
等

へ
の

移
⾏

に
向

け
て

、
本

人
希

望
調

査
の

も
と

日
中

型
訓

練
か

ら
始

め
て

、
宿

泊
型

へ
と

移
⾏

し
て

い
く

。

☆
⾦

銭
管

理
で

は
、

宿
泊

型
訓

練
時

に
1回

/週
⾦

銭
授

受
し

、
1週

間
の

お
⾦

の
使

い
⽅

の
確

認
を

⾏
っ

て
い

る
。

日
中

型
訓

練
で

は
、

決
ま

っ
た

⾦
額

内
で

食
材

の
購

⼊
を

し
て

い
る

。

福
岡

市
⻄

区
姪

の
浜

5部
屋

1K
家

賃
32

,0
00

円
。

最
寄

り
駅

ま
で

徒
歩

11
分

。

最
寄

り
の

ス
ー

パ
ー

60
0m

最
寄

り
の

コ
ン

ビ
ニ

20
0ｍ

最
寄

り
の

ド
ラ

ッ
グ

ス
ト

ア
70

0ｍ

〜
居

宅
生

活
訓

練
場

所
〜

※
2 保
護

施
設

通
所

（
訪

問
）

事
業

と
は

・
・

・

保
護

施
設

退
所

者
を

、
保

護
施

設
に

通
所

さ
せ

て
指

導
訓

練
等

を
実

施
し

、
又

は
職

員
が

居
宅

等
へ

訪
問

し
て

⽣
活

指
導

等
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

居
宅

で
継

続
し

て
自

⽴
生

活
が

送
れ

る
よ

う
に

支
援

す
る

と
と

も
に

、
保

護
施

設
か

ら
の

退
所

を
促

進
し

、
施

設
定

員
の

有
効

活
⽤

を
図

る
こ

と
を

⽬
的

と
す

る
。

通
所

事
業

で
は

こ
の

よ
う

な
こ

と
を

し
て

い
ま

す
・

・
・

調
理

訓
練

活
動

（
製

作
・

ス
ト

レ
ッ

チ
et

c…
）

作
業

訓
練
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☆
通

所
で

は
、

ご
自

宅
（

近
く

）
ま

で
送

迎
を

⾏
っ

て
い

ま
す

。
通

所
で

は
調

理
訓

練
・

作
業

訓
練

等
を

⾏
っ

て
い

る
。

☞
当

施
設

の
近

く
に

バ
ス

は
通

っ
て

い
ま

す
が

、
1時

間
に

1本
と

い
う

利
便

性
に

⽋
け

る
た

め
送

迎
を

し
て

い
る

。

☆
通

所
事

業
で

は
、

通
所

だ
け

で
な

く
ご

自
宅

に
訪

問
し

て
収

支
の

確
認

、
不

安
や

悩
み

事
の

話
を

聞
く

面
談

も
実

施
。

ま
た

、
新

し
い

生
活

を
始

め
て

、
慣

れ
な

い
暮

ら
し

の
場

で
あ

る
た

め
公

共
施

設
ま

で
の

場
所

の
確

認
・

病
院

が
変

わ
っ

て
初

診
で

不
安

な
⽅

は
受

診
同

⾏
も

し
て

い
る

。

☆
通

所
事

業
終

了
前

に
は

終
了

後
に

向
け

た
移

⾏
先

（
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

所
先

等
）

の
⾒

学
同

⾏
を

⾏
い

、
終

了
後

に
は

、
措

置
元

が
居

住
地

の
保

護
課

に
変

わ
る

た
め

、
移

管
⼿

続
き

の
同

⾏
も

⾏
い

、
最

後
ま

で
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
⾏

っ
て

い
る

。

事
例

・
・

・

Aさ
ん

（
⼥

性
/当

時
53

歳
）

R2
.7

⼊
所

〇
救

護
施

設
⼊

所
の

経
緯

48
歳

頃
に

人
間

関
係

上
の

不
和

が
要

因
で

退
職

。
以

降
は

貯
⾦

を
切

り
崩

し
な

が
ら

生
活

。
平

成
28

年
か

ら
生

活
保

護
受

給
と

な
る

も
、

繰
り

返
し

就
労

指
導

を
受

け
た

こ
と

で
ケ

ー
ス

ワ
ー

カ
ー

を
避

け
る

よ
う

に
な

り
、

約
半

年
で

保
護

廃
⽌

。
平

成
29

年
11

⽉
頃

か
ら

家
賃

が
払

え
な

く
な

り
、

路
上

生
活

。
平

成
30

年
11

⽉
に

自
転

⾞
窃

盗
で

起
訴

猶
予

と
な

り
、

更
生

保
護

施
設

に
⼊

所
。

職
員

同
⾏

で
令

和
2年

5⽉
保

護
申

請
。

就
労

指
導

回
避

の
た

め
か

、
施

設
⼊

所
希

望
さ

れ
る

。

〇
当

施
設

で
の

生
活

状
況

日
常

生
活

自
⽴

。
施

設
内

ル
ー

ル
を

遵
守

し
な

が
ら

生
活

可
。

⼥
性

利
⽤

者
同

⼠
で

良
好

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ
て

い
る

。
職

員
が

身
近

に
い

る
環

境
で

の
就

労
復

帰
に

向
け

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
体

験
、

「
就

労
継

続
支

援
B型

」
事

業
所

⾒
学

を
実

施
す

る
が

、
本

人
の

意
欲

向
上

に
至

ら
ず

就
労

に
繋

が
っ

て
い

な
い

。
「

居
宅

生
活

訓
練

」
に

選
定

さ
れ

、
⼀

人
暮

ら
し

を
想

定
し

た
生

活
を

⾏
い

な
が

ら
、

1回
/週

通
所

事
業

に
自

主
的

に
参

加
さ

れ
る

。
令

和
3年

7⽉
救

護
施

設
退

所
後

、
「

保
護

施
設

通
所

事
業

」
利

⽤
し

な
が

ら
単

身
生

活
さ

れ
る

。
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〇
通

所
事

業
で

の
様

子
（

通
所

は
2回

/週
利

⽤
）

・
通

所
利

⽤
期

間
︓

令
和

3年
7⽉

〜
令

和
4年

1⽉
半

年
/延

⻑
後

、
令

和
4年

7⽉
ま

で
の

1年
間

利
⽤

。
・

本
人

の
ニ

ー
ズ

︓
誰

か
と

関
わ

り
な

が
ら

⼀
人

暮
ら

し
を

し
た

い
⼀

人
暮

ら
し

を
す

る
上

で
の

⾦
銭

管
理

が
不

安

最
初

の
3ヶ

⽉
間

は
活

動
の

場
の

提
供

と
し

て
、

通
所

事
業

を
継

続
的

に
来

て
い

た
だ

い
た

。
半

年
間

で
通

所
に

来
る

こ
と

で
通

所
利

⽤
者

・
職

員
と

関
わ

り
な

が
ら

過
ご

す
こ

と
が

出
来

る
よ

う
に

な
り

、
不

安
視

さ
れ

て
い

た
⾦

銭
面

で
は

、
公

共
料

⾦
の

支
払

い
を

滞
る

こ
と

な
く

生
活

出
来

、
無

駄
遣

い
等

も
せ

ず
生

活
さ

れ
た

こ
と

を
評

価
し

て
い

る
。

〇
今

後
の

課
題

と
し

て
・

・
・

半
年

延
⻑

後
に

は
、

就
労

に
結

び
つ

け
る

よ
う

、
同

法
人

の
共

同
生

活
援

助
（

GH
）

の
世

話
人

業
務

を
勧

め
、

業
務

の
⾒

学
同

⾏
を

⾏
う

も
、

最
初

は
拒

否
が

⾒
ら

れ
た

。
職

員
か

ら
の

働
き

か
け

よ
っ

て
就

労
に

つ
い

て
徐

々
に

意
欲

的
に

な
り

、
自

身
で

就
職

雑
誌

を
⾒

る
こ

と
も

増
え

る
。

通
所

時
、

料
理

に
対

し
て

熱
⼼

な
姿

勢
が

あ
り

、
世

話
人

業
務

で
料

理
に

携
わ

る
こ

と
も

あ
る

た
め

、
再

度
世

話
人

業
務

を
勧

め
る

。
本

人
は

「
世

話
人

業
務

は
頭

の
片

隅
に

あ
り

、
体

験
を

し
て

み
な

い
と

分
か

ら
な

い
」

と
⾔

わ
れ

る
。

〇
最

終
的

に
・

・
・

Aさ
ん

は
職

員
と

体
験

す
る

際
に

⼀
緒

に
⾏

う
こ

と
が

出
来

て
い

る
。

何
度

か
の

体
験

を
重

ね
、

面
接

・
採

⽤
が

決
ま

り
、

令
和

4年
9⽉

か
ら

世
話

人
と

し
て

稼
働

す
る

こ
と

と
な

る
。

☞
「

居
宅

生
活

訓
練

事
業

」
・

「
保

護
施

設
通

所
事

業
」

の
経

験
を

経
て

、
世

話
人

と
し

て
務

め
て

い
る

⽅
が

Aさ
ん

の
他

に
3名

い
る

。

◎
「

保
護

施
設

通
所

事
業

」
を

通
し

て
感

じ
る

こ
と

・
・

・
救

護
施

設
を

退
所

す
る

⽅
の

中
で

、
「

居
宅

生
活

訓
練

」
・

「
通

所
事

業
」

を
せ

ず
単

身
生

活
等

に
移

⾏
す

る
⽅

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
⽅

は
退

所
し

た
後

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
や

就
労

に
繋

が
っ

た
の

か
分

か
ら

な
い

こ
と

が
多

い
。

・
・

・
が

、
通

所
事

業
を

し
て

い
た

だ
く

と
、

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に
繋

い
だ

り
・

就
労

に
結

び
つ

け
る

指
導

及
び

移
⾏

支
援

が
出

来
や

す
い

。
通

所
事

業
が

終
了

し
て

も
安

⼼
し

て
生

活
が

出
来

る
よ

う
に

、
、

、

途
切

れ
な

い
支

援
を

⽬
指

し
て

い
ま

す
。
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 グループ討議 
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【グループ討議の進め方】 

①グループごとに自己紹介 

施設名・名前・資料(パンフレット等)をもとに施設の取組や自身 

の職種(部署)で力を入れている取り組みなどを紹介 

②記録係を決める 

③グループリーダーの進行で討議を進める ※マニュアル参照 

 

討議テーマ１「自己紹介及び各施設の特徴などを紹介」 

（討議例）・各施設における事業の取り組み など 

 

討議テーマ２「入所者の地域移行(他施設移行含む)を進める上で 

       特に注力していること。また難しいところ」 

（討議例）・入所者の支援にあたり、一番力をいれていることや着 

       目していること。 

      ・地域性の問題などにより地域移行が困難な事例。それ 

       を解決するために考えられること など 

 

討議テーマ３「施設内の各職種間で情報を共有するためにどのよ 

        うな工夫及び取組をしているのか」 

（ 討議例）・介護職員、相談員、看護職員、栄養管理、事務職員、 

      など職種間で日々必要な情報を共有していくために 

      取り組んでいること。申し送りの方法 など 

④記録係は発言や検討事項などを出し合った内容を、記録用紙に書

き込む 

⑤１６:５０を目途にグループごとに討議の内容をまとめる 
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講義 
親なきあと支援事業について 

社会福祉法人 大分県社会福祉事業団 

事務局 総務企画部副部⻑ 滝⼝ 裕⼦ 様 
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親
な
き
あ
と
支

援
事

業
に
つ
い
て

マ
ス

コ
ッ

ト
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
じ

ぎ
ょ

た
ん

社
会

福
祉

法
人

大
分

県
社

会
福

祉
事

業
団

事
務

局
総

務
企

画
部

副
部

長
滝

口
裕

子

令
和

６
年

度
九

州
地
区

救
護

施
設

職
員

研
修

会
資
料

社
会

福
祉
法

人
大
分

県
社
会

福
祉
事

業
団

の
紹

介

•
1
9

6
7

年
（
昭

和
4

2
年

）
に

大
分

県
の

委
託

を
受

け
、
事

業
開

始
。

•
2

0
0

4
年

～
2

0
0

5
年

（
平

成
1
6

～
1
7

年
）

に
か

け
て

、
公

立
民

営
か

ら
民

立
民

営
と

な
る

。

法
人

設
立

5
７

年
目

。

社
会

福
祉
法

人
大
分

県
社
会

福
祉
事

業
団

の
紹

介

•
各

種
事

業
の

所
在

地

社
会

福
祉
法

人
大
分

県
社
会

福
祉
事

業
団

の
紹

介

•
『
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
』

入
所

施
設

、
在

宅
系

サ
ー

ビ
ス

、
相

談
支

援
、

児
童

福
祉

系
サ

ー
ビ

ス
、
就

労
支

援
等

。

•
『
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
』

平
成

3
0

年
度

～
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

⇒
介

護
付

き
有

料
老

人
ホ

ー
ム

「八
つ

星
の

丘
」

開
所

。
通

所
介

護
を

併
設

。

42



「
親

な
き
あ
と
相
談

」
と
は

親
が

子
ど

も
を

見
ら

れ
な

い
状

況
と

な
っ

た
と

き
の

、
漠

然
と

し
た

「
親

な
き

あ
と

」
の

不
安

へ
の

対
応

・
生

活
の

場
は

ど
う

な
る

の
か

？

・
日

常
生

活
で

困
っ

た
と

き
の

フ
ォ

ロ
ー

は
ど

う
な

る

の
か

？

・
お

金
で

困
ら

な
い

た
め

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
か

？

「
漠

然
と

し
た

不
安

」
を

整
理

し
て

、
親

が
い

る
う

ち
に

で
き

る
準

備
に

つ
い

て
、
一

緒
に

考
え

ま
す

「
親
な
き
あ
と
相

談
室
」
の
流

れ
①

受
付

「
親
な
き
あ
と
相
談
室
」
は
、
一
つ
の
窓
口
で
、
い
ろ
い
ろ
な

課
題
に
対
す
る
対
策
を
お
示
し
し
ま
す
。

②
「親

な
き

あ
と

」
の

悩
み

や
相

談
「
親
な
き
あ
と
」
に
関
す
る
法
人
内
部
研
修
を
修
了
し
た
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
、
漠
然
と
し
た
悩
み
か
ら
課
題
を

明
確
化
し
ま
す
。

③
今

で
き

る
こ

と
の

ア
ド

バ
イ

ス
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
カ
ル
テ
を
作
っ
て
み
る
。

・
一
人
暮
ら
し
の
練
習
を
始
め
る
。

・
定
期
的
に
お
金
が
入
る
仕
組
み
を
用
意
す
る
。

④
適

切
な

支
援

策
や

専
門

家
の

紹
介

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
相
続
や
金
銭
管
理

な
ど
の
法
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
つ
な
ぎ
ま
す
。

専
門
家
等
と
の
相
談
体
制

親
な

き
あ

と
相

談
室

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー

司
法
書
士

社
会
保
険

労
務
士

税
理
士

弁
護
士

社
会
福
祉
法
人
等

・
令

和
元

年
～

３
年

度
ま

で
の

有
期

事
業

「
親

な
き

あ
と

相
談

員
養

成
研

修
」な

ど
。

・
令

和
４

年
～

市
町

村
相

談
会

、
相

談
研

修
会

等
受

託

※
大

分
県

社
会

福
祉

事
業

団
が

受
託

し
て

き
た

内
容

①
相

談
員

養
成

研
修

②
研

修
受

講
者

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

③
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
ノ

ー
ト

の
作

成

④
「
親

な
き

あ
と

支
援

事
業

」市
町

村
相

談
会

大
分

県
「
親

な
き
あ
と
相

談
」
支

援
事

業
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●
「
親

な
き

あ
と

相
談

員
」
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
と

支
援

体
制

の
構

築

①
「
親

な
き

あ
と

相
談

研
修

会
」
の

開
催

（
７

地
域

×
２

回
）

・
親

な
き

あ
と

相
談

室
と

関
係

機
関

の
連

携
・協

働
し

や
す

い
体

制
の

構
築

・
親

な
き

あ
と

相
談

員
等

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

・
地

域
の

専
門

人
材

と
の

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

②
「
親

な
き

あ
と

相
談

会
」へ

の
参

加
（
１
８

市
町

村
×

年
１
回

）

・
保

護
者

が
「親

な
き

あ
と

相
談

」を
行

う
き

っ
か

け
づ

く
り

・
市

町
村

が
独

自
に

相
談

会
を

開
催

す
る

機
運

づ
く

り

●
専

門
的

な
相

談
内

容
へ

の
対

応
（
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

配
置

）

●
当

事
者

向
け

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

、
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
ノ

ー
ト

の
作

成

大
分

県
親
な
き
あ
と
相

談
へ
の

支
援
体

制
の

強
化

●
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

の
整

備
の

促
進

障
が

い
者

の
重

度
化

・高
齢

化
や

「
親

な
き

あ
と

」を
見

据
え

、
居

住
支

援
の

た
め

の

機
能

（①
相

談
②

緊
急

時
の

受
入

れ
・
対

応
③

体
験

の
機

会
・場

④
専

門
的

人
材

の
確

保
・養

成
⑤

地
域

の
体

制
づ

く
り

）
に

つ
い

て
、
市

町
村

が
中

心
と

な
っ

て
地

域

の
実

情
に

応
じ

て
整

備
す

る
。

※
第

７
期

障
が

い
福

祉
計

画
に

係
る

基
本

計
画

令
和

８
年

度
末

ま
で

の
間

、
各

市
町

村
に

お
い

て
地

域
生

活
支

援
拠

点
等

を
整

備

す
る

と
と

も
に

、
（
略

）年
１
回

以
上

、
支

援
の

実
態

等
を

踏
ま

え
運

用
状

況
を

検
証

及
び

検
討

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。

●
基

幹
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
設

置
の

促
進

等

大
分

県
地
域

生
活
支

援
拠
点

等
整

備
の

促
進
等

「
親
な
き
あ
と
相

談
室
」
立

ち
上

げ
の

き
っ
か

け
と
経

緯

マ
ス

コ
ッ

ト
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
じ

ぎ
ょ

た
ん

「
親
な
き
あ
と
相

談
」
取

り
組

み
の
き
っ
か
け

 
新

規
事

業
展

開
等

の
検

討
中

、
見

え
て

き
た

「
親

な
き

あ
と

」へ
の

不
安

と
課

題

◎
生

活
の

場

◎
身

の
回

り
の

支
援

◎
お

金
の

管
理

 

専
門

的
な

問
題

に
も

対
応

す
る

、

相
談

支
援

機
関

設
置

へ
の

強
い

要
望
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「
親
な
き
あ
と
相

談
」
取
り
組

み
の

流
れ

①
「親

な
き

あ
と

問
題

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」発
足

②
「
親

な
き

あ
と

相
談

室
」
開

設
の

決
定

  
  
  

  
 「

高
齢

障
が

い
者

の
住

ま
い

の
場

」
整

備
の

決
定

③
「
親

な
き

あ
と

相
談

」
の

体
制

づ
く

り

・
「
親

な
き

あ
と

相
談

員
養

成
」

・
「
専

門
家

」
と

の
提

携

・
「
親

な
き

あ
と

相
談

支
援

者
連

携
会

議
」

「
親
な
き
あ
と
相

談
室

」
開
設

に
向
け
て

○
平

成
２

８
年

５
月

「
親

な
き

あ
と

相
談

室
」
（東

京
都

世
田

谷
区

）
を

主
宰

す
る

「渡
部

伸
」
氏

を

訪
問

。 漠
然
と
し
た
不

安
で

も
具
体

的
な

悩
み

が
見
え
た

ら

相
談
で

き
る
窓

口
が

専
門
家

に
つ

な
ぐ
こ
と
で

あ
る
こ
と
が

大
切
。

家
族
は

安
心
す
る

「
親

な
き
あ
と
相

談
室
」
開

設
に
向
け
て

○
相

談
の

ス
タ

イ
ル

・
最

初
の

相
談

窓
口

と
し

て
の

関
わ

り

・
親

御
さ

ん
が

抱
え

る
不

安
や

課
題

の
整

理

・
必

要
な

専
門

機
関

に
つ

な
ぐ

○
専

門
家

と
の

連
携

・
弁

護
士

・
税

理
士

・
司

法
書

士
・

社
会

保
険

労
務

士

・
フ

ァ
イ

ナ
ン

シ
ャ

ル
プ

ラ
ン

ナ
ー

「
親
な
き
あ
と
相

談
室

」
開
設

に
向
け
て

○
法

人
内

研
修

「親
な

き
あ

と
相

談
支

援
者

養
成

研
修

」

・
研

修
日

数
４

日
間

（
令

和
５

年
度

）

・
平

成
２

８
年

度
養

成
研

修
修

了
者

２
１
名

令
和

５
年

度
現

在
総

数
２

１
２

名

（
法

人
外

６
６

名
、
法

人
内

１
４

６
名

）

・
研

修
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

親
な

き
あ

と
相

談
室

で
の

事
例

、
年

金
、
税

、

成
年

後
見

制
度

、
相

続
、
遺

言
、
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
・・

。
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「
親

な
き
あ
と
相

談
支

援
者

養
成
研
修

」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

「
親

な
き
あ
と
相

談
支

援
者

養
成
研
修

」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

「
親

な
き
あ
と
相

談
支
援

者
養

成
研
修

」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

「
親

な
き
あ
と
相

談
支

援
者

養
成
研
修

」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
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「親
な
き
あ
と
相

談
室

」
開

設
後

マ
ス

コ
ッ

ト
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
じ

ぎ
ょ

た
ん

「
親

な
き
あ
と
相

談
室
」
開

設

 

○
2

0
1
7

年
（
平

成
2

9
年

）

県
下

６
ヶ

所
に

開
設

【
北

部
】
宇

佐
市

【
中

部
】
由

布
市

、
日

出
町

【
西

部
】
日

田
市

、
九

重
町

【
南

部
】
佐

伯
市

相
談

室
開

設
後

の
状

況
【
相

談
件

数
】

（
平
成

２
９
年

１
月

２
３
日
～

令
和
５
年

３
月
３
１
日

）

相
談

者
相

談
の
種
類

件
数

支
え
る
家
族
か
ら
の
相
談

親
な
き
あ
と
全

般
８
６
件

お
金
の
管

理
（
相
続
）

３
０
件

支
え
る
人

１
５
件

生
活
の
場
（
住
ま
い
）

２
４
件

障
が
い
者

ご
本
人
か
ら
の
相

談

親
な
き
あ
と
全
般

１
３
件

お
金
の
管

理
（
相
続
）

３
件

支
え
る
人

２
件

そ
の
他

２
３
件

合
計

１
９
６
件

【
相

談
者

の
年

齢
層

】
子

ど
も
の

年
齢

令
和

５
年

度
末

１
０
歳

未
満 １
０
～
２
０
歳

３
０
～
４
０
歳

５
０
～

６
０
歳

７
０
～
８
０
歳
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【
相

談
者
の

年
齢

層
】
家

族
等

相
談

者
の

年
齢

令
和

５
年

度
末

３
０
～
４
０
代

５
０
～
６
０
代

７
０
か
ら
８
０
代

９
０
代

相
談

事
例

•
⾼
齢
の
⺟
親
か
ら
の
相
談

ず
っ
と
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
世
話
を
し
て
い
た
が
、
健
康
に
不
安
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
、
初
め
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
に
相
談
し
た
例
。

•
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
の
相
談

認
知
症
の
⺟
親
の
支
援
に
入
る
よ
う
に
な
り
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に
関
す

る
課
題
が
分
か
っ
た
例
。

•
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
か
ら
の
相
談

⻑
年
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
支
援
に
入
っ
て
お
り
、
同
居
の
⺟
様
の
認
知

症
状
が
気
に
な
り
、
今
後
の
生
活
を
心
配
し
て
相
談
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
例
。

親
な
き
あ
と
相

談
支

援
者
連

携
会

議
（
専

門
家
と
の

連
携
）

•
目

的
よ
り
良
い
相
談
支
援
の
展
開

•
頻

度
年
１
回

•
出
席
者
弁
護
士
、
税
理
士
、
司
法
書
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

相
談
支
援
専
門
員
（
親
な
き
あ
と
相
談
支
援
者
）

•
内

容
事
例
報
告
と
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

情
報
の
共
有
。

親
な
き
あ
と
相

談
支

援
者
連

携
会

議
（
専

門
家
と
の

連
携
）

○
協
議
内
容
例

・
複
雑
な
相
続
問
題
に
つ
い
て

・
障
害
年
金
と
生
活
保
護
の
関
係
に
つ
い
て

・
持
ち
家
等
、
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

・
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

・
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
（
成
人
）
の
対
応
に
つ
い
て

・
依
存
症
が
あ
る
方
の
事
例
に
つ
い
て

・
借
金
や
金
銭
管
理
に
つ
い
て
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「
住

ま
い
の
場

」

「
高

齢
障

が
い

者
を

優
先

と
し

た
有

料
老

人
ホ

ー
ム

」

○
有
料
老

人
ホ
ー
ム

八
つ
星

の
丘

（定
員
４
５
名
）

・
一

般
の

方
々

は
も

ち
ろ

ん
・
・

・
法

人
内

外
の

入
所

施
設

を
ご

利
用

し
て

い
る

高
齢

の
知

的
障

が
い

や
精

神
障

が
い

の
方

々
な

ど
。

「
住

ま
い
の

場
」

「
障

が
い
の

あ
る
方
々

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

」

○
八
つ

星
の

丘
（定

員
１
０
名

）

・
「有

料
老

人
ホ

ー
ム

八
つ

星
の

丘
」
の

２
階

部
分

に
整

備
。

・
夜

間
、
巡

回
あ

り
。

・
有

料
老

人
ホ

ー
ム

と
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

を

親
子

で
利

用
す

る
こ

と
も

想
定

。

相
談
事

例
（
親

子
で
ご
利
用

）

•
相
談
者
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
Ａ
様
の
ご
兄
弟
（
別
居
）

•
内

容
母
親
が
認
知
症
に
な
り
、
Ａ
様
と
の
二
人
暮
ら
し
が
困
難
に
な
っ
て

き
た
。
親
子
で
利
用
で
き
る
施
設
を
探
し
て
い
る
。

•
入
所
後
の
様
子

母
親
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
、
Ａ
様
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

Ａ
様
は
、
慣
れ
な
い
環
境
の
た
め
、
泣
い
て
過
ご
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

親
子
で
過
ご
す
時
間
を
増
や
す
こ
と
で
、
徐
々
に
、
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

親
な
き
あ
と
問
題

の
課

題
解

決
に
向

け
て

・
相

談
員

養
成

の
継

続

・
支

援
成

功
事

例
の

積
み

重
ね

と
共

有

・
人

の
つ

な
が

り
の

構
築

・
情

報
発

信

・
ご

家
族

の
「
親

な
き

あ
と

」
へ

の
不

安
の

解
消

・
「
親

な
き

あ
と

相
談

員
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
の

連
携

・
「
親

な
き

あ
と

」
相

談
室

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
広

が
り
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ご
静

聴
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

マ
ス

コ
ッ

ト
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
じ

ぎ
ょ

た
ん
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記念⼝演 
時には息抜きも必要 

鷹鳥屋神社  

宮司 矢野 大和 様 
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文化活動
執 筆

テ レ ビ

ラ ジ オ

若手噺家を大分に迎えて落語会の開催
書籍「笑って元気」(家の光協会)

「続 笑って元気」 (家の光協会)
「続々 笑って元気」 (家の光協会)
「もっと笑って元気」 (家の光協会)

大分合同新聞社発行「セーノ」
大分合同新聞コラム「灯」
宮崎日日新聞「客論」
ＮＨＫ大分「しんけん海賊船」
佐伯ＣＡＴＶ「大和と対話」
佐伯ＣＡＴＶ「大和の笑って元気！！」
ＮＨＫ「おはようテレフォン」
ＯＢＳ「土曜の朝はビ・フレッシュ」
ＯＢＳ「宮司と対話日本のこころ」

昭和31年
昭和55年

昭和64年

平成13年
平成17年
平成23年

平成27年
平成28年
令和 4年

鷹鳥屋神社の社家の長男として生まれる
國學院大學 経済学部 卒業
宇目町役場に勤務 鷹鳥屋神社 宮司になる
国民文化祭さいたま
全国素人落語競演会にて最優秀賞を受賞
「宇目町観光大使」に任命
佐伯市職員となり「佐伯市観光大使」に任命
「おおいた観光特使」に任命
大分合同新聞文化教室「話し方教室」を開始
テレビ朝日「お坊さんバラエティぶっちゃけ寺」出演
「話し方教室」受講生が累計100名を突破
大分合同新聞文化教室
「楽しい神社のイロハ」を開始

昭和31年7月7日生まれ。大分県佐伯市宇目町出身。鷹鳥屋神社の宮司の長男として生まれ、現、神職。
田舎のお宮は生活ができないため宇目町役場（現：佐伯市宇目振興局）に就職。役場では、長きにわたり教員委員会での
生涯学習の仕事に携わりました。平成７年には、宇目町に完成した道の駅「うめ」の初代店長を任命され、イノシシラーメンを
考案し、黒字経営（5年間で2億円宇目町に寄附の基礎を作った）で宇目町に貢献。平成13年4月には、当時の町長である
小平町長にその手腕が認められて「職場に来なくて良い役場職員」として役場を飛び出して、営業を中心とする観光大使と
なり口演活動が仕事になりました。佐伯市と合併後は、佐伯市観光大使として活動。平成19年50歳には佐伯市役所を退職。
平成23年おおいた観光特使に任命されると、高校時代に始めた落語が高じて、話の中に笑いを入れることから講演を口演
として活動。ここ10年間では、全国各地で毎年400回を超える口演を行っています。（が、コロナ禍の３年間に１割まで激減）
まだまだ現役、「笑って元気！」いまも月30回以上の講演を目指して口演活動中。

☎0972-54-3402矢野大和事務所
〒879-3302 大分県佐伯市宇目大字南田原616-1番地

http://yanotaiwa.com/

鷹鳥屋神社宮司（佐伯市宇目町）

高齢者の生きがい 生きる力を考えてみよう
人権の基礎は相手を褒める余裕
日本の神様 日本人の底力
コミュニケーションの力

また聞きたい！
もっと聞きたい！

の矢野大和
口演家

「笑って元気！」

身近な話題を笑い話で口演しています。
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高齢者の生きがい
必要とされる喜び
たか君の通学路
脂肪届

生きる力を考えてみよう
個性より基礎基本
ピーマンの行方
コロナに罹りました 人権の基礎は相手を褒める余裕

父親の教え
一芸は身を助く
落ちたコロッケ

日本の神様
和みの心

ご先祖様を喜ばせる
１メートルは一命を取る日本人の底力

復興の国ニッポン
ジョージ有吉の一片のパン
ウォシュレットの威力

コミュニケーションの力
家族が一番

キャビンアテンダントの桜庭さん
１７文字の文学

笑って元気！

矢野大和の口演は

矢野大和の口演(短編)がお楽しみいただけます。

鷹鳥屋神社(たかとりやじんじゃ)
健治元年（１２７５年）に初代神職、矢野彌忠治橘吉髙により建立された神社です。
矢野家は古来、藤原姓。嚢祖は備後国矢野の庄に赴任され、名字を藤原から矢野に変えました。
その後越中国立山の城主になりましたが、戦乱の世、戦いに敗れました。古くから信仰してい
た熊野の神が「汝、急ぎ筑紫に下り、熊野の神を祀るべし」とご神託がありました。そこで豊
後の国、大友頼泰卿を頼り、豊後に逃げ込むことになります。頼泰卿は、豊後と日向の境に鷹
鳥屋山という霊山がある、そこに下り、南から攻めてくる一群をいち早く見つけ大友に協力し
てほしい。豊後の都、府内から日向境を目指し南下することになります。梓峠で白鷹が二羽出
てきて案内をしてくれ、難なく鷹鳥屋山の頂上に着くことが出来ました。ここに、矢野家の氏
神様として熊野の神をお祀りし、彌忠治は初代神職となり、代々矢野家が社家となりお守りを
している神社です。爾来、氏神様から、宇目郷の産土の神になり、郷内に５カ所の遥拝所が設
けられ、豊作の神として、多くの信仰を集めました。現在境内は、自然林が生い茂り、５００
年を超す杉をはじめ広葉樹の大木が生い茂り、パワースポットとして、多くの信者を有する信
仰神社として参拝者が後を絶えません。

人権
人権と言うとどうしても固い講演を考えてしまいますが、矢野大和の口演は何気ない生活の中の身近なものか
ら笑いを通して人権を捉えていきます。努力して変わる事もたくさんありますが、頑張っても変わらない事を言う
のが差別と考えます。笑いありの人権は珍しいと言われています。

高齢者
日本の高齢者はもっと自信を持たなくてはいけません。自分が社会の一員であることを自覚し、社会の役に立
てる事を考える。その第１歩が「教育（今日行く）と教養（今日用）」です。今日行くところがある。今日する用事
がある。それが社会参加に繋がり、認知症予防にもなるのです。

コミュニケーション
インターネットの時代になりました。同じ部屋の中にいる人にメールをする人もいる位、会話が苦手な人が増え
ています。コミュニケーションの不足が人間関係を悪くしストレスに繋がります。自分の思っていることを上手に
伝えストレスをなくしましょう。コミュニケーションに不足している事を一緒に考えていきましょう。

日本人の底力
世界から尊敬を受けている日本人なのに、日本人自体が自信を失っています。悪いことがよくニュースに出る
ためそれが日本だと思ってませんか。珍しいからめったにないからニュースなのです。選挙の投票率の低いの
も、平和だからです、安定しているからです。もっと世界が称賛する日本人になるために、皆さんと考えましょう。

他にも、テーマに合わせた口演を行っています。
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 参加者名簿 

【個人情報の取扱いについて】 

 本名簿においての個人情報は、本研修会の運営管理ならびに研
修会当⽇の参加者相互の情報交換、交流の促進を図ることを⽬
的に掲載しておりますので、本名簿のお取扱いには十分ご注意いた
だきますようお願いいたします。 

 なお、名簿および名簿に掲載された情報の複製や他の冊⼦への
転載、第三者への提供は決して⾏わないようにお願いいたします。 
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